
























 

I はじめに 

 「お産の経過はまあまあ順調であったが,突然,嘔気がおこって,コーヒー残渣

様のものを 60cc も吐き出した。これは只事でない。本人に間いただすと,歯ぐ

ぎから出血していたのを燕みこんでいたものであるというのだ。早速,輸液を続

け,お産は無事に終ったが,非凝固性の静脈血はジワリジワリと滲出して止まら

ない。産婦の顔色は出血量の割に悪い。輸血,酸素吸入,止血剤,ソルコーテフ,

フィブリノーゲン等を次々と注射し,応援の医師 2名の協力を得て,八方手を尽

したが,止血しないままの状態になり,夫や親族が激励し,鳴咽するなかで息を

引きとった(“ある産婦の死の周辺”より抜粋)。」 


